
[参考] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７０２１．許可・承認等情報登録（保税） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 

ＰＳＨ 許可・承認等情報登録（保税） 



7021-01-1 

１．業務概要 

貨物情報登録済みの貨物に対してシステムを介さずに行われた税関手続等について税関が許可・承認等を

行った場合、システムによる保税運送申告を手作業による申告に切り替えた場合、またはコンテナ情報登録

済みのコンテナに対して、システムを介さずにコンテナリスト提出が行われた場合に、その旨を登録する。 

また、本業務で登録した内容の解除・取消しを行う。 

本業務の対象とする許可・承認等の種別を以下に示す。 

 

№ 
種別 

コード 
種別 概要 

１ ＴＡＳ 他所蔵置許可 他所蔵置許可をした場合 

２ ＭＨＮ 見本持出許可 見本持出許可をした場合 

３ ＴＫＹ 貨物取扱許可 貨物取扱許可をした場合 

４ ＢＯＵ 亡失届受理 亡失届を受理した場合 

５ ＭＥＫ 滅却承認 滅却承認をした場合 

６ ＯＬＭ 保税運送承認 保税運送承認をした場合 

７ ＧＮＳ 現場収容 現場収容をする場合 

８ ＳＹＵ 税関内収容 税関内収容をする場合 

９ ＯＴＨ その他の搬出承認 その他の搬出の承認をした場合 

１０ ＭＡＮ 貨物手作業移行 貨物に対して以降システム処理を行わないことにした場合 

１１ ＯＬＮ 保税運送申告手作業移行 システムによる保税運送申告で手作業による申告に切替え

た場合 

１２ ＯＬＥ 保税運送期間延長承認申請の

撤回 

保税運送期間延長承認申請を撤回する場合 

１３ ＯＬＣ コンテナ容器保税運送承認 コンテナ容器の保税運送承認をした場合 

１４ ＫＥＸ 蔵入期間延長承認 蔵入期間延長承認をした場合 

（注）参考版には記載なし 

 

なお、前述５、７、８または９が登録された貨物については保税蔵置場等から搬出する際「搬出確認登録

（貨物引取り）（ＢＯＢ）」業務、前述６が登録されている貨物については「搬出確認登録（保税運送貨物）

（ＢＯＡ）」業務、前述１３が登録されている貨物については「ＣＹ搬出確認登録（ＣＹＯ）」業務が必要で

ある。 

また、前述４または１０が登録された貨物については本業務をもって貨物情報の取扱いを終了とし、一定

期間経過後システムから削除する。 

 

２．入力者 

税関 
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３．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

許可・承認等登録通知

情報（保税） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）登録である 

（２）許可・承認等種別コードが以下のいずれか

である 

①見本持出許可「ＭＨＮ」 

②貨物取扱許可「ＴＫＹ」 

③亡失届受理「ＢＯＵ」 

④滅却承認「ＭＥＫ」 

⑤現場収容「ＧＮＳ」 

⑥税関内収容「ＳＹＵ」 

⑦その他搬出承認「ＯＴＨ」 

⑧貨物手作業移行「ＭＡＮ」 

⑨蔵入期間延長承認「ＫＥＸ」 

貨物が蔵置されている 

保税地域＊１ 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）登録である 

（２）許可・承認等種別コードが保税運送承認 

「ＯＬＭ」である 

発送地の保税地域＊１ 

到着地の保税地域＊１ 

解除・取消通知情報（保

税） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）解除・取消しである 

（２）許可・承認等種別コードが以下のいずれか

である 

①見本持出許可「ＭＨＮ」 

②貨物取扱許可「ＴＫＹ」 

③亡失届受理「ＢＯＵ」 

④滅却承認「ＭＥＫ」 

⑤現場収容「ＧＮＳ」 

⑥税関内収容「ＳＹＵ」 

⑦その他搬出承認「ＯＴＨ」 

⑧貨物手作業移行「ＭＡＮ」 

⑨蔵入承認期間延長承認「ＫＥＸ」 

貨物が蔵置されている 

保税地域＊１ 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）解除・取消しである 

（２）許可・承認等種別コードが保税運送承認 

「ＯＬＭ」である 

発送地の保税地域＊１ 

到着地の保税地域＊１ 

（＊１）システム参加保税地域のみ出力する。 

 

７．特記事項 

到着地がシステム不参加保税地域の場合は、貨物の到着後、税関に申し出て、「システム外運送到着確認 

（ＳＡＴ）」業務を行う必要がある。 

その後、輸入申告等が可能となる。 

 


